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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加圧されたもしくは加圧可能な容器に保持された液体を定量吐出するための吐出アセン
ブリであって、
　（ｉ）第１の端部に液体入口を有する、細長かつチューブ状のハウジングと、
　（ｉｉ）前記ハウジングの中に本体を有し、かつ前記ハウジングの第２の端部から突出
した部分を有するバルブ軸であって、前記吐出アセンブリが液体吐出に対して閉鎖される
第１の限界部分と定量を吐出するための第２の限界位置との間を前記ハウジングに対して
相対的に軸方向に移動可能な、バルブ軸と、
　（ｉｉｉ）前記バルブ軸の本体内部に備えられ、かつ前記ハウジングの第１の端部に隣
接する第１の端における液体入口と、反対側の第２の端に向かう第１の流体移動通路とを
有するチャンバであって、前記第１の流体移動通路は前記チャンバと前記バルブ軸の外側
との間を連通する、チャンバと、
　（ｉｖ）前記チャンバに沿って、液体充填位置から液体吐出位置までを移動して定量の
液体を吐出することが可能な、液体吐出要素と、
　を備え、
　ここで、
　（ａ）前記バルブ軸の前記本体の外側と前記ハウジングの内側とは、前記バルブ軸の第
１の位置において、前記ハウジングの入口と前記第１の流体移動通路との間に前記バルブ
軸の外側に沿う第２の流体移動通路があるように構成され、
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　（ｂ）前記バルブ軸がその第１の位置から第２の位置へ移動して前記第２の流体移動通
路を流体流に対して閉鎖する際に、受座の上への相対的な摺動運動に対してシールが設け
られている、吐出アセンブリ。
【請求項２】
　前記シールは前記バルブ軸の本体の外側に設けられ、前記受座は前記ハウジングの内表
面上に設けられている、請求項１に記載の吐出アセンブリ。
【請求項３】
　前記シールはＯ－リングである、請求項２に記載の吐出アセンブリ。
【請求項４】
　前記受座は前記ハウジングの第２の端部から下方向に傾斜している、請求項２または３
に記載の吐出アセンブリ。
【請求項５】
　前記液体吐出要素は、復元力によりその液体吐出位置から液体充填位置まで移動可能で
ある、請求項１～４のいずれか１項に記載の吐出アセンブリ。
【請求項６】
　前記液体吐出要素は分配される液体中で負の浮力を有し、前記復元力の少なくとも一部
を提供する、請求項５に記載の吐出アセンブリ。
【請求項７】
　前記液体吐出要素は金属製である、請求項１～６のいずれか１項に記載の吐出アセンブ
リ。
【請求項８】
　前記液体吐出要素はステンレス鋼製である、請求項１～６のいずれか１項に記載の吐出
アセンブリ。
【請求項９】
　前記液体吐出要素は重み付きの合成高分子材料である、請求項１～６のいずれか１項に
記載の吐出アセンブリ。
【請求項１０】
　前記液体吐出要素は球形である、請求項１～９のいずれか１項に記載の吐出アセンブリ
。
【請求項１１】
　ヘッド部は前記ハウジングの第２の端部に設けられた環状シール内を移動可能であり、
前記ヘッド部は前記ヘッド部の出口と連通する第３の流体移動通路を有し、前記第３の流
体移動通路は前記バルブ軸の第１の位置においては前記ハウジングの外側にあり、第２の
位置においては前記ハウジングの内部にある、請求項１～１０のいずれか１項に記載の吐
出アセンブリ。
【請求項１２】
　前記ハウジングへの入口は前記チャンバと同軸になっている、請求項１～１１のいずれ
か１項に記載の吐出アセンブリ。
【請求項１３】
　前記バルブ軸が第２の限界位置にあり、かつ前記液体吐出要素が液体充填位置にある場
合、前記ハウジングの液体入口と前記バルブ軸の前記本体内部の前記チャンバとの間に補
充流通路構造があって、使用時に前記吐出アセンブリを取り付ける容器の詰め替えが可能
であるようになっている、請求項１～１２のいずれか１項に記載の吐出アセンブリ。
【請求項１４】
　前記バルブ軸が第２の限界位置にあり、かつ前記液体吐出要素が液体充填位置にある場
合、前記ハウジングの液体入口と前記バルブ軸の前記本体内部の前記チャンバとの間に補
充流通路構造があって、使用時に前記吐出アセンブリを取り付ける容器の詰め替えが可能
であるようになっており、
　（ａ）チューブ状の突起が、前記ハウジングの内部でその液体入口の周りに備えられ、
　（ｂ）前記補充流通路構造は、前記チューブ状の突起の壁の中の少なくとも１つの通路
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と、前記液体吐出要素が液体充填位置にある場合に流体に到達可能である、前記チャンバ
の壁にある少なくとも１つの通路とによって与えられる、請求項１２に記載の吐出アセン
ブリ。
【請求項１５】
　装置の加圧されたまたは加圧可能な容器中に保持された液体を定量吐出するための請求
項１～１４のいずれか１項に記載の吐出アセンブリを備える、液体ディスペンサ装置。
【請求項１６】
　装置の加圧容器内に保持された液体を定量吐出するための吐出アセンブリを有する液体
ディスペンサ装置であって、
　前記装置は、前記容器からの流体圧力によって液体の充填位置から液体の吐出位置まで
移動して定量の液体を吐出させることが可能であり、また復元力によってその液体の吐出
位置からその液体の充填位置まで移動可能である液体吐出要素が組み込まれた計量チャン
バを有し、
　前記吐出アセンブリは請求項１～１４のいずれか１項に記載のものである、液体ディス
ペンサ装置。
【請求項１７】
　装置の加圧されたまたは加圧可能な容器内に保持された液体を定量吐出するための吐出
アセンブリを有する液体ディスペンサ装置であって、
　前記装置は、前記容器からの流体圧力によって液体の初期位置から液体の吐出位置まで
移動して定量の液体を吐出させることが可能であり、また復元力によってその液体の吐出
位置からその液体の充填位置まで移動可能である、球形の液体吐出要素が組み込まれた計
量チャンバを有し、
　（ｉ）第１の限界位置から第２の限界位置まで動くように適合されたバルブ軸を組み込
んだアクチュエータアセンブリであって、前記バルブ軸が液体を導入する入口と前記装置
から液体を吐出する出口とを有する吐出導管を備えたアクチュエータアセンブリと、
　（ｉｉ）前記バルブ軸がその第１の限界位置にある場合に、液体は前記計量チャンバか
ら前記入口／出口構造を通って前記吐出導管へは流れず、かつ前記バルブ軸がその第２の
限界位置にある場合に液体は前記計量チャンバから前記入口／出口構造を通って前記吐出
導管へ流れ出るようになっている、バルブ構造と、
　を備える、
　液体ディスペンサ装置。
【請求項１８】
　前記吐出アセンブリはハウジングを備え、
　（ｉ）前記ハウジングの内表面と前記バルブ軸の外表面の間に環状空間が備えられ、
　（ｉｉ）前記液体吐出要素を備えた前記計量チャンバが前記バルブ軸内に備えられてい
る、請求項１７に記載の液体ディスペンサ装置。
【請求項１９】
　（ｉ）前記ハウジングは、第１の端部に液体入口を有する、細長のチューブ状ハウジン
グであり、
　（ｉｉ）前記バルブ軸は、前記ハウジング内に位置する本体を有し、かつ前記ハウジン
グの第２の端部から突出する部分を有し、
　（ｉｉｉ）前記計量チャンバは、前記ハウジングの第１の端部に隣接する第１の端にお
ける液体入口と、反対側の前記計量チャンバの第２の端に向かう第１の流体移動通路とを
有し、前記第１の流体移動通路は前記計量チャンバと前記バルブ軸の外側との間を連通し
、
　（ｉｖ）前記バルブ軸の本体の外側と前記ハウジングの内側とは、前記バルブ軸の第１
の位置において、前記ハウジングの入口と前記第１の流体移動通路との間に前記バルブ軸
の外側に沿う第２の流体移動通路があるように構成され、
　（ｖ）前記バルブ構造は、前記バルブ軸がその第１の位置から第２の位置へ移動して前
記第２の流体移動通路を流体流に対して閉鎖する際に、受座の上への相対的な摺動運動に
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備えたシールが設けられている、請求項１８に記載の液体ディスペンサ装置。
【請求項２０】
　装置の加圧容器内に保持された液体を定量吐出するための吐出アセンブリを有する液体
ディスペンサ装置であって、
　前記装置は、前記加圧容器からの流体圧力によって液体の初期位置から液体の吐出位置
まで移動して定量の液体を吐出させることが可能であり、また復元力によってその液体の
吐出位置からその液体の充填位置まで移動可能である、液体吐出要素が組み込まれた計量
チャンバを備え、
　前記吐出アセンブリは請求項２～１４のいずれか１項に規定されている、
　液体ディスペンサ装置。
【請求項２１】
　前記容器は、窒素、空気、液化天然ガス、液化炭化水素ガス、または二酸化炭素で加圧
されている、請求項１５～２０のいずれか１項に記載の液体ディスペンサ装置。
【請求項２２】
　エアゾール噴霧装置である、請求項１５～２１のいずれか１項に記載の液体ディスペン
サ装置。
【請求項２３】
　医薬品、農薬、香料、空気清浄剤、臭気中和剤、殺菌剤、光沢剤、殺虫剤、チオグリコ
ール酸カルシウムなどの除毛剤、脱毛剤、化粧品、脱臭剤、制汗剤、抗菌剤、抗アレルギ
ー化合物、及びこれらの２つ以上の混合物からなる群より選択される物質を含む、請求項
１５～２２のいずれか１項に記載の液体ディスペンサ装置。
【請求項２４】
　薬用組成物を含む、請求項１５～２２のいずれか１項に記載の液体ディスペンサ装置。
【請求項２５】
　香料組成物を含む、請求項１５～２２のいずれか１項に記載の液体ディスペンサ装置。
【請求項２６】
　臭気中和組成物を含む、請求項１５～２２のいずれか１項に記載の液体ディスペンサ装
置。
【請求項２７】
　除毛組成物を含む、請求項１５～２２のいずれか１項に記載の液体ディスペンサ装置。
【請求項２８】
　殺虫組成物を含む、請求項１５～２２のいずれか１項に記載の液体ディスペンサ装置。
【請求項２９】
　発泡性組成物を含む、請求項２３～２８のいずれか１項に記載の液体ディスペンサ装置
。
【請求項３０】
　装置の加圧されたまたは加圧可能な容器中に保持された薬用組成物を定量吐出するため
の請求項１～１４のいずれか１項に記載の吐出アセンブリを備える、薬用定量吸入器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一定容量の液体を放出するための液体ディスペンサ装置に関する。本発明は
より具体的には（ただしそれに限定するものではないが）、エアゾールディスペンサ装置
の形式の装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エアゾール容器内部から自己推進方式で液体を送出する方法には、（ｉ）その液体の溶
液中に圧力下で溶解させた気体を利用して押し出す方式と、（ｉｉ）エアゾール容器内に
実質的に不溶解の圧縮気体を供給する方式、の大きく分けて２つの方式がある。推進剤と
して溶解気体（例えば、ブタンなどの液化天然ガス）を利用するエアゾール装置は、加圧
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されたエアゾール容器から大気に分散させるときに生じる圧力降下の結果として、溶液内
から溶解気体を瞬間的に気化させることを利用している。ほかの推進方式として、不溶解
性の圧縮気体（例えば窒素、二酸化炭素、または空気）を供給して、エアゾール容器本体
から液体を噴出させる方法もある。
【０００３】
　医薬、空気浄化、殺虫、および殺菌用のエアゾール用途の多くにおいては、秤量された
一定量をエアゾール容器から送出することが要求される。そして、上記の２つの推進方式
に関して定量エアゾール弁が開示されている。
【０００４】
　溶解気体による推進方式の場合、充填段階において、推進剤と液体の定量溶液が、エア
ゾール容器本体から計量チャンバに送られ、次に吐出段階で大気に開放されて、溶解気体
が蒸発（「瞬間蒸発」として知られている）して一定量を計量チャンバから大気中へ押し
出す。このようなエアゾール装置で利用される溶解型の推進剤としては、典型的にはブタ
ンが使用され、ブタンを大気中に放出することは、火災に対する危険性とともに、環境と
コストに関する有害性が懸念される。このような揮発性の推進剤の利用を回避することは
、環境関連の重要事項である。
【０００５】
　送出される液体が比較的非圧縮性の高い性質であるために、定量の送出液体が、計量チ
ャンバから自分自身で自動的に噴出するということはない。したがって、噴出させるため
にいくつかの方法が採られてきた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第３３９４８５１号公報
【特許文献２】米国特許第４９５３７５９号公報
【特許文献３】米国特許第５０３７０１３号公報
【特許文献４】国際公開第９５／１１８４１号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ある方法では、ある量の圧縮気体をエアゾール容器から計量チャンバへ流出させ、それ
によって付随する液体を放出時にその計量チャンバから押し出すことのできるエアゾール
弁が考案された。この装置は米国特許第３３９４８５１号公報に記載されている。しかし
この装置ではエアゾール容器中の気体の圧力を消耗するので、気体に対する液体の割合を
大きくすることが必要で、製造コストに対する懸念が出てくる。
【０００８】
　これに代わる方法として、計量チャンバの一部にエラストマ膜を利用する方法があり、
この膜は計量チャンバに充填する際に膨張し、次の放出段階で計量チャンバ内に収縮する
ことで、計量チャンバから液体の内容物を押し出す。関連するその他の方法として、弾性
ベローズを利用する方法が知られている。これらの装置は、米国特許第４９５３７５９号
公報、米国特許第５０３７０１３号公報、及び国際公開第９５／１１８４１号パンフレッ
トに記載されている。このような弾性のある壁を利用する計量弁は、弾性壁材料のばらつ
き、関連する製造歩留りへの影響、並びに弾性壁材料の劣化による経時的な性能低下を受
けやすい。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第１の態様によれば、加圧されたもしくは加圧可能な容器に保持された液体の
定量を吐出するための吐出アセンブリが提供され、このアセンブリは、（ｉ）第１の端部
に液体入口を有する、細長のチューブ状ハウジングと、（ｉｉ）ハウジングの中に本体を
有し、かつハウジングの第２の端部から突出した部分を有するバルブ軸であって、アセン
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ブリが液体吐出に対して閉鎖される第１の限界部分と定量を吐出するための第２の限界位
置との間をハウジングに対して軸方向に相対的に移動可能なバルブ軸と、（ｉｉｉ）バル
ブ軸の本体内部に備えられ、かつハウジングの第１の端部に隣接する第１の端における液
体入口と、反対側の第２の端に向かう第１の流体移動通路とを有するチャンバであって、
第１の流体移動通路はチャンバとバルブ軸の外側との間を連通するチャンバと、（ｉｖ）
チャンバに沿って、液体充填位置から液体吐出位置までを移動して定量の液体を吐出する
ことが可能な液体吐出要素とを備え、ここで、（ａ）バルブ軸本体の外側とハウジングの
内側とは、バルブ軸の第１の位置において、ハウジングの入口と第１の流体移動通路との
間にバルブ軸の外側に沿う第２の流体移動通路があるように構成され、（ｂ）バルブ軸が
その第１の位置から第２の位置へ移動して第２の流体移動通路を流体流に対して閉鎖する
際に、受座の上への相対的な摺動運動に対して、シールが設けられている。
【００１０】
　本発明の第２の態様によれば、加圧されたまたは加圧可能な容器をさらに備え、加圧さ
れた容器内に保持されている液体の定量を吐出するための本発明の第１の態様による吐出
アセンブリが提供される。
【００１１】
　本発明の第３の態様によれば、装置の加圧された容器内に保持された液体の定量を吐出
するための吐出アセンブリを有する液体ディスペンサ装置が提供され、この装置は、容器
からの流体圧力によって液体の充填位置から液体の吐出位置まで移動して液体の定量を吐
出させることが可能であり、また復元力によってその液体の吐出位置からその液体の充填
位置まで移動可能な液体吐出要素が組み込まれた、計量チャンバを有する。
【００１２】
　本発明の第１の態様の液体吐出アセンブリは、本発明の第３の態様で規定される液体デ
ィスペンサ装置での使用に特に好適であることを理解されたい。従って、本発明の第１の
態様の好適な実施形態によれば、装置の加圧された容器内に保持された液体の定量を吐出
するための吐出アセンブリを有する液体ディスペンサ装置が提供され、この装置は、容器
からの流体圧力によって液体の充填位置から液体の吐出位置まで移動して液体の定量を吐
出させることが可能であり、また復元力によってその液体の吐出位置からその液体の充填
位置まで移動可能な液体吐出要素が組み込まれた、計量チャンバを有し、ここでこの吐出
アセンブリは本発明の第１の態様によるものである。
【００１３】
　したがって、本発明によれば、容器内の圧力により（吐出するために）計量チャンバに
沿って動く液体吐出要素によって装置から定量の液体が分配される。有利なことには、本
発明は、装置寿命の間中、均一な定量液体推進剤を送達し、廉価に製造でき、狭い性能公
差を高歩留りで製造可能であり、製品の全寿命期間に亘って部品の経時変化に対する耐性
を有する、圧縮気体推進の液体ディスペンサ装置を提供する。さらに、本発明は、エアゾ
ール容器からのガス流入を必要とせずに高品位の液体エアゾールを作り出し、これにより
、運転寿命期間に亘ってエアゾール噴霧性能を実質的に一定に維持できる。
【００１４】
　本発明による装置は好ましくはエアゾール噴霧装置の形態である。
【００１５】
　本発明の液体ディスペンサ装置に用いられている液体吐出要素は、好ましくは剛体であ
って、これにより柔軟性のある液体吐出要素にありがちな連続する吐出間での容量変動が
なく、既知容量の液体を確実に分配できる。
【００１６】
　本発明による好適な装置構造において本装置は、液体吐出要素（好ましくは円筒形ピス
トン、または球の形態）の計量チャンバ内での液体充填位置から液体吐出位置までの動き
が復元力に抗して行われるような構成となっている。つまり、復元力は、装置の再充填の
ときばかりでなく、装置からの吐出の間に印加される。復元力は、液体吐出要素が分配さ
れる液体中では負の浮力を持ち、計量チャンバ内では“沈降（ｓｉｎｋ）”する傾向を有
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することによって与えられることが都合よい。液体吐出要素は、例えばステンレススチー
ル（ステンレス鋼）などの金属製であってよい。あるいは、適切な重さを持った（例えば
、金属インサートを利用した、または緻密化剤を混入させた）合成高分子材料であっても
よい。これに代わって、またはこれに追加して、復元力はばねで与えられてもよい。
【００１７】
　計量チャンバは好ましくは、バルブ軸内に備えられ、液体吐出要素が計量チャンバの内
表面に沿って可動である。好ましくは液体吐出要素は、ピストンの形態をしていて、それ
は好ましくは球形または円筒形である。装置が正確な容量を秤量するのに利用される場合
には（例えば医薬用途において）、この液体吐出要素は、バルブ軸及び／又は計量チャン
バの内壁から密閉されてもよい。好ましくは、液体吐出要素と計量チャンバとの間の隙間
は、液体吐出要素と計量チャンバとを密閉するのに十分であるが、液体吐出要素の第１と
第２の限界位置の間の移動が計量チャンバの壁との摩擦であまり阻害されない程度のもの
である。
【００１８】
　液体吐出要素が円筒形ピストンではなく球形であることの特別な利点は、液体吐出要素
と計量チャンバとの間を十分に密閉することができる一方で、計量チャンバの壁と球との
間の摩擦が最小化できることであり、これにより、例えば円筒形ピストンに比べて球の場
合にはより自由な移動が可能となる。また、円筒形ピストンに対しては製造公差が球より
もより厳しい。それは球が円筒形ピストンに比べてより自由に転動および回転できるから
である。
【００１９】
　本発明による好適な装置構造は、液体吐出要素の第１の側が計量チャンバに面し、反対
の第２の側が容器からの流体圧にさらされるようになっている。このような構成において
は、計量チャンバは液体吐出要素の第１の側にあり、容器から計量チャンバへ液体を導入
し、計量チャンバから液体を吐出するための入口／出口を備えている。本発明のいくつか
の実施形態では、入口と出口は別々であってもよい。しかし本発明の他の実施形態では、
１つのポートが入口と出口の両方の機能を果たしてもよい。
【００２０】
　一般的に本発明による装置には、バルブ軸を組み込んだアクチュエータアセンブリが組
み込まれており、このバルブ軸は好ましくは、第１の限界位置から第２の限界位置まで付
勢手段（例えばコイルばね）に逆らって動くようになっている。アクチュエータアセンブ
リには好ましくはバルブ軸が組み込まれている。アクチュエータアセンブリにはさらにア
クチュエータキャップが組み込まれていてもよい。
【００２１】
　本発明の好適な実施形態では、バルブ軸には吐出導管構造があって、そこには液体をそ
の吐出導管構造に導入する入口と装置から液体を吐出する出口とがある。この実施形態に
はバルブ構造も組み込まれていて、バルブ軸が第１の限界位置にある場合、液体が加圧容
器から入口／出口構造を通って計量チャンバ内に流入して計量チャンバを充填し、かつこ
の入口／出口構造から計量チャンバの外へは流出しないような構成になっている。逆に、
バルブ軸が第２の限界位置にある場合には、液体は計量チャンバから入口／出口構造を経
由して流出して吐出導管に入って計量チャンバからの吐出を行い、入口／出口構造から計
量チャンバへは流入しない。
【００２２】
　計量チャンバの外表面に１つの圧力等化溝が備えられていて、バルブ軸が第１の限界位
置にある場合に、バルブ軸の吐出導管構造内の圧力と容器内の圧力を同じにできるように
なっていてもよい。
【００２３】
　バルブ軸は、その軸を中心として第１と第２の回転位置の間で回転可能となっていて、
この装置は、バルブ軸が第１の回転位置にある場合にはバルブ軸が第２の限界位置を越え
て移動することができないようになっているが、第２の回転位置ではそれが可能であって
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、装置への充填及び／又は詰め替えができるようになっていてもよい。有利なことには、
装置の充填及び／又は詰め替えを可能とするそのような軸の回転仕様は、通常の使用時に
ユーザがバルブ軸を誤って充填位置に押し込むことを防止できる。
【００２４】
　計量チャンバがバルブ軸内部にあると、計量チャンバがバルブ軸を取り囲んでいる（バ
ルブ軸の周囲を取り囲んでいる）場合に比べて構造が簡単になる利点がある。有利なこと
には、そのような計量チャンバは、小さくかつ正確な定量を有する計量チャンバを持つ装
置を提供するのに特に好適である。バルブ軸は第２の限界位置から第１の限界位置に向か
って、好ましくはバネによって、最も好ましくはコイルばねによって付勢されていてもよ
い。
【００２５】
　好ましくは、ハウジングの下部壁には、ハウジングへの入口を画定する下向きの差込口
が備えられている。加圧容器からの液体は、好ましくはこの差込口を通ってハウジングに
入る。好ましくは、差込口はハウジングの下部壁から延びて、バルブ軸の少なくとも一部
と係合することができる。好ましくは、コイルばねが差込口の上にあって、バルブ軸が第
２の限界位置にある場合には、ばねがバルブ軸を第１の位置の方向へ付勢する。
【００２６】
　好ましくは、バルブ軸の一部がそこから突出するハウジングの端部にシールが設けられ
ている。好ましくは、このシールは環状シールであって、バルブ軸がハウジングから出る
地点で、そのバルブ軸の周囲を密閉する。シールは、ハウジング内での第１と第２の限界
位置の間をバルブ軸が相対的に摺動運動することが可能なようになっている。
【００２７】
　好ましくは、計量チャンバは実質的に円筒形断面である。
【００２８】
　好ましくは、液体吐出要素は球形である。好ましくは、液体吐出要素の直径は、計量チ
ャンバの直径に非常に近く、これにより計量チャンバの内周と密閉接触またはほぼ密閉接
触ができる。
【００２９】
　好ましくは、受座の上への相対的摺動運動に対するシールは、環状シールである。好ま
しくは、シールはＯ－リングである。好ましくは、Ｏ－リングはゴム製またはプラスチッ
ク材料製である。好ましくは、シールはバルブ軸本体の外側にある環状溝の中に少なくと
も部分的に埋め込まれている。好ましくは、シールはバルブ軸本体の外側に設けられ、受
座がハウジングの内面に設けられている。
【００３０】
　好ましくは、受座はハウジングの第２の端から下向きに斜めになっている。
【００３１】
　好ましくは、液体吐出要素は、その液体吐出位置から液体充填位置への復元力によって
移動可能である。
【００３２】
　好ましくは、液体吐出要素は、少なくとも復元力の一部を提供するために、分配される
液体中では負の浮力を示す。
【００３３】
　好ましくは、バルブ軸は本体部分とそれより直径の小さいヘッド部とからなる。ヘッド
部は好ましくは、その基底部が本体の上端に画定された肩部によって囲まれている。ヘッ
ド部は好ましくは、ハウジングの第２の端部に設けられた環状シール内で移動可能である
。好ましくは、ヘッド部は、ヘッド部の出口と連通する第３の流体移動通路を有しており
、この第３の移動通路は、バルブ軸が第１の位置にある場合にはハウジングの外側にあり
、第２の位置にある場合にはハウジング内にある。好ましくは、ハウジングへの入口はチ
ャンバと同軸になっている。
【００３４】
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　好ましくは、本発明の吐出アセンブリは、バルブ軸が第２の限界位置にあり、かつ吐出
要素が液体充填位置にある場合、ハウジングの液体入口とバルブ軸本体内部のチャンバと
の間に補充流通路構造があって、使用時に吐出アセンブリを取り付ける容器の詰め替えが
可能となるようになっている。好ましくは、吐出アセンブリは細長のチューブ状ハウジン
グの内部でその液体入口の周りに備えられたチューブ状の突起からなり、吐出要素が液体
充填位置にある場合には補充通路構造は、チューブ状突起の壁の中の少なくとも１つの通
路と、流体に到達可能なチャンバの壁にある少なくとも１つの通路とによって与えられる
。
【００３５】
　あるいは、またはさらに、チャンバは長さ方向に直径が変化している内孔を備えていて
もよい。内孔の第１の直径は、チャンバと液体吐出要素との間の密閉を行うために、液体
吐出要素の直径に非常に近い。第１の直径よりも大きい、第２の直径があって、液体吐出
要素を密閉しないようになっていてもよい。これは、液体吐出要素がこの大きな直径の内
孔の位置にあるときに、（特に液体吐出要素が球である実施形態において）流体が液体吐
出要素の周りを流れることを可能とする。好ましくは、この大きな直径の内孔はチャンバ
の長さの一部に沿って存在し、その両側が第１の直径の内孔に繋がっている。
【００３６】
　好ましくは、本発明の装置は、
　（ｉ）第１の限界位置から第２の限界位置まで動くように適合されたバルブ軸を組み込
んだアクチュエータアセンブリであって、バルブ軸が液体を導入する入口と装置から液体
を吐出する出口とを有する吐出導管構造を備えたアクチュエータアセンブリと、
　（ｉｉ）バルブ軸がその第１の限界位置にある場合に、液体は計量チャンバから入口／
出口構造を通って吐出導管へは流れず、かつバルブ軸がその第２の限界位置にある場合に
液体は計量チャンバから入口／出口構造を通って吐出導管へ流れ出るようになっている、
バルブ構造と、を備える。
【００３７】
　この実施形態においては吐出アセンブリは好ましくはハウジングを備え、そこでは、
　（ｉ）ハウジングの内表面とバルブ軸の外表面の間に環状空間が備えられ、
　（ｉｉ）液体吐出要素を備えた計量チャンバがバルブ軸内に備えられている。
【００３８】
　この実施形態においては吐出アセンブリは好ましくは以下の特徴を有する。
　（ｉ）ハウジングは、第１の端部に液体入口を有する、細長のチューブ状ハウジングで
ある。
　（ｉｉ）バルブ軸は、そのハウジング内に位置する本体を有し、かつハウジングの第２
の端部から突出する部分を有する。
　（ｉｉｉ）計量チャンバは、ハウジングの第１の端部に隣接する第１の端における液体
入口と、反対側のチャンバの第２の端に向かう第１の流体移動通路とを有し、この第１の
流体移動通路はチャンバとバルブ軸の外側との間を連通する。
　（ｉｖ）バルブ軸本体の外側とハウジングの内側とは、バルブ軸の第１の位置において
、ハウジングの入口と第１の流体移動通路との間にバルブ軸の外側に沿う第２の流体移動
通路があるように構成さている。
　（ｖ）バルブ構造は、バルブ軸がその第１の位置から第２の位置へ移動して第２の流体
移動通路を流体流に対して閉鎖する際に、受座の上への相対的な摺動運動に備えたシール
が設けられている。
【００３９】
　本発明を、添付の図面を例示としてのみ参照してさらに説明する。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１Ａ】本発明の第１の態様による、吐出アセンブリの一実施形態であり、動作の連続
的な段階を示す図である。
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【図１Ｂ】本発明の第１の態様による、吐出アセンブリの一実施形態であり、動作の連続
的な段階を示す図である。
【図２Ａ】本発明の第１の態様による、吐出アセンブリのさらなる一実施形態であり、動
作の連続的な段階を示す図である。
【図２Ｂ】本発明の第１の態様による、吐出アセンブリのさらなる一実施形態であり、動
作の連続的な段階を示す図である。
【図２Ｃ】本発明の第１の態様による、吐出アセンブリのさらなる一実施形態であり、動
作の連続的な段階を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　以下の説明において、「上方」、「下方」と称するのは通常の動作位置で表示されてい
る図中の装置の実施形態に対してのものである。以下の説明において「休止」状態とは、
装置が充填された状態で、バルブ軸が最上方の位置にありかつピストンが下方の限界位置
にあって定量を放出しようとしている状態を指す。
【００４２】
　以下の説明においては、バルブ軸が最上方の位置および最下方の位置にあるということ
は、バルブ軸がそれぞれ第１の位置および第２の位置にあるということに対応している。
バルブ軸が押し込まれた位置にあるということは、バルブ軸が最下方の位置にあるという
ことに対応している。ピストンとは、液体吐出要素のことを指している。下限位置および
上限位置というのは、それぞれ、液体充填位置と液体吐出位置とを指している。
【００４３】
　実質的に不溶圧縮ガス推進剤の他に、液化ガス推進剤が本発明の実施形態に利用されて
もよいことを理解されたい。
【００４４】
　本発明の第１の態様による液体吐出アセンブリは、本明細書で一般的に規定する液体デ
ィスペンサ装置での使用に特に好適であることが理解されるであろう。従って本発明のさ
らなる態様によれば、装置の加圧されたまたは加圧可能な容器内に保持された液体の定量
を吐出するための吐出アセンブリを有する液体ディスペンサ装置が提供され、この装置は
液体吐出要素を組み込んだ計量チャンバを有し、液体吐出要素は容器からの流体圧力によ
り、液体の充填位置から、定量の液体を吐出する液体の吐出位置までを可動であり、かつ
復元力によりその液体の吐出位置からその液体の充填位置まで可動であり、ここでこの吐
出アセンブリは本発明の第１の態様によるものである。
【００４５】
　本発明の第１の態様の吐出アセンブリの好適な特徴は、本明細書の請求項に規定され、
本明細書の以下の説明を考慮すれば理解されるであろう。
【００４６】
　図１Ａを参照すると、本発明の第１の態様による吐出アセンブリ（すなわち計量バルブ
アセンブリ）２００３の一実施形態が、休止状態で示されている。
【００４７】
　計量バルブアセンブリ２００３は、内部にバルブ軸２００４が配置されたハウジング２
００７を備えている。ハウジング２００７は通常チューブ状であり、その内面には長さ沿
いに２か所で段差がついている。より具体的には、ハウジング２００７の内面には、下方
向に傾斜のついた環状の段差２１００と、ハウジングの下端の壁２００９方向にさらに下
がった所の直角の段差２１０１とがある。
【００４８】
　下部壁２００９には、ハウジング２００７への入口２０１１を画定する、下向きの差込
口２０１０がある。差込口２０１０には、任意選択で拡がった下端（図示せず）があって
もよく、その上に、容器（図示せず）の下部まで延伸する浸漬チューブ（図示せず）の上
端が配置され、使用時にはその上に計量バルブアセンブリ２００３が取り付けられる。直
立したチューブ状の差込口２１０２が入口２０１１を取り囲み、上方向にハウジング２０
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０７の内部へ突き出ている。
【００４９】
　バルブ軸２００４は本体部２１０３と、本体２１０３の上端に画定されている肩部２１
０５によってその基部を囲まれた、直径が小さくなっているヘッド部２１０４とを含んで
いる。本体部２１０３とヘッド部２１０４の接続部には隔壁２０２３があり、これが（ヘ
ッド部２１０４にある）上端が開放された上部導管２０２５と本体部２１０３にある下部
チャンバ２０３４ａ、２０３４ｂとを分離している。図に示すように、チャンバ２０３４
ｂはこの２つのチャンバの上の方であり、直径が小さくなっており、これにより、チャン
バ２０３４ａから２０３４ｂへ移る所に肩部２０３４ｓが画定される。
【００５０】
　バルブ軸２００４の本体部２１０３はその長さの大部分に亘り、外径が、ハウジング２
００７の段差２１００と２１０１の間の領域の内径よりもごくわずかに小さくなっている
。本体部２１０３は、その下部領域で、２１０６のように内側方向に段差がついている。
【００５１】
　バルブ軸２００４には、２組の流体移動通路があって、１組は吐出導管２０２５から外
側に半径方向に延びており、もう１組はチャンバ２０３４ｂから外側に延びている。より
具体的には、（バルブ軸２００４の）本体２１０３の上部に第１の流体移動通路２０２６
が形成されており、またヘッド部２１０４の下部に第２の流体移動通路２０２８が形成さ
れている。
【００５２】
　さらに、（バルブ軸２００４の）本体２１０３には環状溝２１０７が形成されていて、
そこにＯ－リング２１０８が配置される。Ｏ－リング２１０８の外径は、ハウジング２０
０７の段差２１００より上の内径よりは小さく、段差２１００より下の内径よりはわずか
に大きい。
【００５３】
　図１Ａ、１Ｂに示すように、バルブ軸２００４は本体２１０３がハウジング２００７の
内部にあり、ヘッド２１０４が、ハウジング２００７の上端に設けられてヘッド２１０４
の外面を密閉する環状シール２０２９の外へ突き出ている。図にさらに示されているよう
に、バルブ軸２００４の本体２１０３はハウジング２００７の内容積を、段差２１００よ
り上の第１の環状領域２１０９と、段差２１００と２１０１の間の狭い第２の環状領域２
１１０と、段差２１０１より下の第３の環状領域２１１１に区分する。
【００５４】
　バルブ軸２００４の長さは、計量アセンブリ２００３が（図１Ａに示すように）休止状
態にある場合には、バルブ軸２００４の下端が差込口２１０２の上端の上にあるようにな
っている。差込口２１０２の周りとバルブ軸２００４の下端の周りにあるコイルばね２０
０２はバルブ軸を上方へ付勢する役目をする。
【００５５】
　容器内に保持され、アセンブリ２００３で吐出される液体に対して負の浮力を示す、球
２０３１が以下の様に与えられる。球２０３１は、直径がチューブ状の差込口２１０２の
内径よりも大きいが、バルブ軸２００４の下部チャンバ２０３４ａ内にある場合には最小
の隙間しかない。アセンブリ２００３の休止状態（図１Ａ参照）では、球２０３１はチュ
ーブ状の差込口２１０２の上端の上に載っていて、球の上側の面は、チャンバ２０３４ａ
の下端のすぐ内側にある。
【００５６】
　上記のような構成により、球２０３１は下限位置（チューブ状差込口２１０２の上端で
規定される）と肩２０３４ｓでの上限位置との間を移動可能である。従って、下部チャン
バ２０３４ａが計量チャンバとなって、その内部を球２０３１が下限位置から上限位置ま
で移動して、秤量された容積を掃き出すことが可能となる。
【００５７】
　図示した実施形態のさらなる特徴は、差込口２１０２の上端にある（図１Ａと１Ｂに示
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すような）切取部２１１２と、半径方向に壁を通って本体部分の下端２１０２に向かって
流体を流す、細孔２１１３あるいはその他の通路である。より具体的には、バルブ軸２０
０４が押し込まれた位置（図１Ｂ）にあって、球２０３１が差込口２１０２の上に載って
いる場合に、以下に述べるような理由で、流体が本体２０１３の半径方向外側に向かって
流れることができるような高さに、細孔２１１３（あるいは他の通路）が設けられている
。
【００５８】
　　図２Ａと２Ｂは、図１Ａと１Ｂに類似した実施形態を示す。この実施形態では、バル
ブ軸２００４は、計量アセンブリ２００３が（図２Ａに示すように）休止状態にある場合
には、バルブ軸２００４の下端が差込口２１０２の上端の下にあるような長さとなってい
る。差込口は、バルブ軸２００４の下端の内部へ摺動して挿入することができる。差込口
２１０２の周りとバルブ軸２００４の下端の周りにあるコイルばね２００２はバルブ軸を
上方へ付勢する役目をする。
【００５９】
　さらに、図２Ａと２Ｂに示すように、チャンバ２０３４ａの壁には環状の溝２０３２が
あり、そこはチャンバの他の部分よりも直径が大きくなっている。この詳細を図２Ｃに示
す。図２Ｃは、この環状溝２０３２の装置の補充に関する作用を示す。まず、バルブ軸２
００４が押し込まれて図２Ｂに示す位置となる。次に（例えばバルブ軸を所定の位置へ回
転させることにより）この位置を越えてさらに押し込むことが可能であって、それによっ
て差込口２１０２の上端が球２０３１を環状溝（図２Ｃに示すように）の隣に保持するよ
うになる。次に、加圧された液体源、及び／又は（場合によっては）推進気体が、バルブ
軸２００４の（普通は）出口である端部に接続される。その結果、補充液体及び／又は推
進気体が吐出導管２０２５を通り、第２の流体移動通路２０２８を半径方向外向きに通っ
て環状領域２１０９に入り、次に通路２０２６を半径方向内向きに通過する。流体圧によ
って球２０３１は図２Ｃに示す位置へ移動させられる。加圧された補充液及び／又は推進
気体がチャンバ２０３４ａに入り、環状溝の所にある球２０３１を通り過ぎて、細孔２１
１２を半径方向に通過し、そうして通路を通って容器の中に入る。
【００６０】
　図２Ａ～２Ｃに示した実施形態に関しては、差込口２１０２の外径と、計量チャンバ２
０３４ａの内壁との間の隙間が十分あるので、流体が計量チャンバ２０３４ａから環状空
間２１１１へ流れることができ、したがって、球２０３１が図２Ｂに示す液体を吐出した
位置にある場合でも、計量チャンバ２０３４ａと流体流移動通路２０２６との間の流体連
通を与える。これにより加圧容器と上部チャンバ２０３４ｂ間の圧力の等化が行われ、球
２０３１の差込口２１０２に向かう移動が支援される。
【００６１】
　図１Ａと１Ｂに図示された装置の動作は以下の通りである。
【００６２】
　図１Ａに示す「休止」状態においては、球２０３１は下限位置にあって、計量バルブア
センブリ２００３はシール２０２９の高さまで液体で満たされている。バルブ軸２００４
が押し込まれると、流体移動通路２０２８がシール２０２９を越えて下方向に移動し、ハ
ウジング２００７内部からの流体流に対して開放される。さらに、Ｏ－リング２１０８が
ここで第２の環状領域２１１０の内壁に接するように作用して、入口２０１１から第１の
環状領域２１０９への流体流を阻止する。球２０３１は今度は液圧によって上方向に押さ
れ、下限位置（図１Ａに示す）から上限位置（図１Ｂに示す）に向かって移動し、その際
、定量の液体を流体移動通路２０２６を通って半径方向外側へ移動させ、次に移動通路２
０２８を通って半径方向内側へ移動させてアセンブリから吐出させる。バルブ軸２００４
は開放されると、ばね２０２２の作用で最上方の位置へもどり、流体移動通路２００８は
流体流に対して（シール２０２９の上に位置することにより）再度閉鎖される。ただし液
体はこの状態ではハウジングの入口２０１１から環状領域２１０９、２１１０、２１１１
に沿って移動し流体移動通路２０２６に到達することができる。この液体は流体通路２０
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２６を半径方向内側へ通って球２０３１の上に入ることができ、球は今度はその下限位置
に向かって下方向に移動し、結果としてチャンバ２０３４ａは次の定量液体の吐出のため
に充填される。
【００６３】
　スプレー吐出アセンブリが取り付けられた容器から液体と気体が消耗されてしまった後
、以下の様にして補充することができる。まず、バルブ軸２００４が押し込まれて図１Ｂ
に示す位置となる。次に、加圧された液体源及び／又は（場合によっては）推進気体が、
バルブ軸２００４の（普通は）出口である端部に接続される。その結果、補充液体及び／
又は推進気体が吐出導管２０２５を通り、第２の流体移動通路２０２８を半径方向外向き
に通って環状領域２１０９に入り、次に通路２０２６を半径方向内向きに通過する。球２
０３１がまだ差込口２０３１の上に着座してない場合には、流体圧によってこの位置に移
動させられる。加圧された補充液及び／又は推進気体がチャンバ２０３４ａを通過し、細
孔２１１３を通って半径方向外向きに流れ、その後切取部２１１２を通って半径方向内向
きに流れ、そうして通路を通って容器の中へ入る。
【００６４】
　図２Ａ～２Ｃに示した装置が、図１Ａ、１Ｂと同じように作用することは理解されるで
あろう。主な違いは、加圧容器と上部チャンバ２０３４ｂとの間の圧力等化が、差込口２
１０２の外表面と計量チャンバ２０３４ａの内表面との間の界面を移動可能な流体によっ
て促進されることである。これは差込口２１０２の外径と計量チャンバ２０３４ａの内径
との間に適当な隙間を取ることによって達成される。これは、それに代わってまたはそれ
に追加して、差込口２１０２の外表面に溝を備えることにより達成され、この溝は、計量
チャンバ２０３４ａと環状領域２１１１との間を走る１つまたは複数の導管を提供する。
【００６５】
　本発明の装置は、エアゾール噴霧装置として利用されてもよい。そのような装置は、さ
まざまな物質、好ましくは水に溶解または分散された物質の送達に利用されてもよい。例
えば容器の中の液体が、医薬品、農薬、香料、空気清浄剤、臭気中和剤、殺菌剤、除毛剤
（チオグリコール酸カルシウムなど）、脱毛剤、化粧品、脱臭剤、制汗剤、抗菌剤、抗ア
レルギー化合物、及びこれらの２つ以上の混合物からなる群より選択される様々な物質を
含んでもよい。さらに容器には、今述べた任意の物質を任意選択で含む、発泡性組成物を
含んでもよい。容器内の水には、水中への物質の溶解または分散を助けるための１つまた
は複数の有機溶媒または分散剤が任意選択として含まれていてもよい。
【００６６】
　本発明の装置は、周期的にオン／オフするディスペンサ機構を有する装置と共に使用さ
れてもよい。それは自動化されていてもよい。
【００６７】
　例えば、本発明の装置は、空気処理装置へ空気処理剤を供給するために利用されてもよ
い。その装置は、１つまたは複数の空中浮遊物質用センサを備える空中浮遊物質検出器で
あって、ある閾値またはある濃度の浮遊物質を検出する手段を備えた空中浮遊物質検出器
と、その装置に本発明の装置（もしあれば加圧容器も含めて）を取り付ける手段と、検出
器が浮遊物質を検出すると、本発明の装置から空気処理剤の一部を吐き出すための手段と
、を備えている。そのような空気処理装置（本発明の装置は含まない）は、例えば国際公
開第２００５／０１８６９０号パンフレットに開示されている。これとは別に、本発明の
装置が、国際公開第２００７／０４５８２６号パンフレットに開示されているような噴霧
装置から成分を分配するのに利用されてもよい。
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